第１学年○組道徳学習指導案

平成２３年１１月３０日（水曜）第５時限

指導者　○○　○○
１　主題名　きいろい　べんち　４－（１）規則の尊重、公徳心　

２　資料名　きいろい　べんち　（出典　「あかるい　こころ」）

３　主題設定の理由

（１）　ねらいとする価値について
人は、他の多くの人たちといろいろな面で関わり合いながら生活している。一人一人が自分勝手な行動をとると、他人に迷惑をかけて社会は混乱してしまう。そこで、各自がわがまま勝手な行動をとると、周りの人たちに迷惑をかけてしまうことに気付かせ、そのようなことをしないように心掛ける気持ちを育てることが大切になる。特に、この１年生の時期においては、みんなで使う物などを大切にする心や、約束を守る態度を育てることが大切である。
（２）　子どもの実態について　
１年生は、まだ自己中心的で自分勝手な行動をとることが多い。自分の物は、大切にするが学級や学校の物を大切に扱わない傾向が見られる。また、学校生活に慣れてくると、学校のきまりを守らなかったり約束をやぶったりなどわがままな行動が増えてくる。こうした児童に、みんなで使う物を大切にしたり、学校や学級のきまりを守り人に迷惑を掛けたりしないようにする気持ちを育てることは大切である。
（３）　資料について

ともことたかしは、夢中になって遊んでいる間に泥靴でベンチに乗って汚してしまう。二人は、自分たちの取った行動が他の人に大変迷惑を掛けてしまったことに気付き、次第に反省する気持ちになっていく話である。ベンチを汚したことに気付かない二人について考えさせ、おばあさんの言葉や泥を落とす姿にはっとして顔を見合わせる二人の気持ちを十分考えさせたい。
４　本時のねらい

みんなで使う物を大切にし、人に迷惑を掛けないようにしようとする気持ちを育てる。

５　準備

場面の絵、ベンチ、ワークシート
６　本時の展開

	
	学　習　活　動
	主な発問と予測される子どもの反応
	指導上の留意点

	導入５分
	１　生活科の授業で公園に行ったときのことを思い出して発表する。

	△　公園には、どんな物がありましたか。
・　滑り台　　・ブランコ
・　鉄棒　　・砂場
· ジャングルジム　　
· トイレ　など

	・　校外学習などで行った公園を思い出させる。

	展開35分
	２　本資料を聞いて、話し合う。
（１）　ベンチの上で夢中で紙飛行機を飛ばしている二人の気持ちを考えて発表する。
（２）　女の子とおばあさんの気持ちを考えて発表する。

（３）　おばあさんの言葉を聞いて、ともことたかしがはっとして気付いたことをワークシートに書いてから発表する。

３　みんなで使う物は、使う

人の気持ちを考えて扱う

ことの大切さについて話
し合う。
	△　ともことたかしは、ベンチに上がって、どんな気持ちで紙飛行機を飛ばしているでしょう。
・　遠くに飛んでね。
・　ベンチの上からは、よく飛ぶね。
・　どちらが遠くに飛ぶかな。

△　スカートが汚れてしまった女の子とおばあさんは、どんな気持ちになったでしょう。
女の子

・　スカートが汚れちゃった。やだな。

・　こまったな。

・　どうしよう。

おばあさん
・　すわったらだめよ。

・　だれがよごしたのかしら。

・　こまったわねえ。

▲　おばあさんの言葉を聞いてはっとした二人は、どんなことに気が付いたでしょう。

・　汚したことは全然気が付かなかった。
・　わるいことをしたな。

・　かわいそうだな。

・　私たちが汚してしまった。

・　ベンチの上に乗ってはいけなかった。

△　公園に行ったとき、みんなで使う物を大切に使いましたか。

・　ちゃんとつかったよ。

・　汚さないようにしたよ。
	・　教師が場面の絵を見せながら資料を読む。
・　泥靴でベンチを汚しているのに気付かないで夢中で紙飛行機を飛ばしている二人の気持ちに目を向けさせる。

・　女の子とおばあさんが困っている気持ちに気付かせる。

・　動作化させる。
・　おばあさんの言葉や泥を落とす姿にはっとして顔を見合わす二人の気持ちを考えさせる。
・　自分たちの行動を反省している二人の気持ちに気付かせる。
・　ワークシートに書かせてから発表させる。
・　ともこやたかしのような経験はあるか、と尋ねる。

	終末５分
	４　身の回りでみんなが使う物にどんな物があるか発表し、今までの自分の行動を振り返る。
	△　学校や教室の中でみんなが使う物にどんなものがありますか。
・　学級文庫の本　・　ボール　

・　遊具　・　図書室の本

・　鉛筆削り　・トイレ　など
	・　自分たちの身の回りには、たくさんのみんなが使う物があり、人の気持ちを考えて扱うことが大切であることに気付かせる。


